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応募者は新規な固体電解質材料を独⾃に開発しており、当該
材料を焼結体として電池に実装すると、充放電にともなう材料
の膨張・収縮により焼結体内部構造に変化が⽣じ、性能が著し
く変動するという現象を⾒いだしている。本研究では、この様
な複雑な機械・電気系現象の仕組みを系統的に究明し、制御す
ることを⽬指している。 

電池、キャパシタなどのエネルギー貯蔵分野で、電解液を使
わない全固体イオニクスデバイスが実現すれば、携帯機器をは
じめとする諸システムの安全性向上・軽量化に⼤きく貢献する。
また、本研究による成果は、固体イオニクスシステムを世界に
先駆けて普及、発展させるために必要な基本的学理を提供する
ことが期待できる。 

  


